























I976 年から 1978 年にかけて、私はハーバード大学公衆衛生大学院にいま
した。はじめ修士号を取り、次いでフェロウになりましたが、当時アメリカ
で奇病が流行していました。 
Center for Disease Control（CDC）から毎週発行されていた Morbidity Mortality 
Weekly Report（MMWR）によれば、ゲイや薬物乱用者の間に、カリニ肺炎 1)
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によっておこされる感染症であることが、New England Journal of Medicine の


















                                                  
























エイズ流行予測を行いました。予測結果は 1988 年に感染者 100 例、1991 年
には 450 例、1991 年には 950 例でした。人口 10 万人当たりで 1991 年（5 年
後）に 0.4 人ですから当時のアメリカの流行規模（10 万人当たり 10.8 人）の 30
分の 1 にすぎません。予測値がこれほど低い要因は、アメリカ、ヨーロッパ
                                                  
3)  10 数名以上の専門家にアンケート調査と回答のフィードバックを繰り返し、主として科学
技術に関する予測調査を行う方法。 
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ります。性病クリニックでは患者の 30％が、妊婦 10 人に 1 人が、医療関係
者の 5 人に 1 人が、30 代前半の男性 3 人に 1 人が、20 代前半の女性 5 人に 1
人が HIV 陽性でした。当時、中央アフリカからの報告では、エイズ患者は年






















教育歴 4 年で 8％、14 年で 33％でした。北欧に来ていた留学生 10 人に 1 人
は感染していました。 
 
c) セックスとコンドーム タイと日本：臆病は知恵 
タイと日本は最初のエイズ患者が報告されたのは、ほとんど同じ時期でし
た。しかし流行の流れは天と地ほどの違いを示します。 
タイでは最初のエイズ患者は 1984 年に報告されますが、1991 年,総人口
6000 万人であるのに 33,000 の感染者が現れました。人口 100 万人に 550 人で
す。一方総人口 1 億 2000 万人の日本では、1992 年、感染者 623 人であり、
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は通知の義務化を拒否し、1987 年 CDC は強制検査を満場一致で否決してい
ます。日本では、「エイズ予防法原案」の内容が洩れると、帝京大学病院を受
診するゲイの男性の受診率は 10 分の 1 に激減しました。 
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イズ新患者報告数はアメリカでは約 9 万人、タイで 6,500 人、日本では 150







累計 18,000 人の患者・感染者が出ると予測しているが違う。2 人の学者によ
れば、セックス・ワーカーを訪れる顧客数とコンドーム装着率が現状のまま
なら、1996 年には感染者数 130 万人に達し、2000 年にはエイズ患者は 23 万
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